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とζろで， {:labor:Tという言某のなかには， ①労働そのもの(仕事入 ①労
働力(labor[orce)または労働の用役(laborse昨日)，③労働者，④労働者の集合
体としての労働者階級ないし労働組合，という 4つの概念がふくまれている。






4) もちろん， 1972年現在，資本にとっ ζ重要己主りは若年世働力問題であろうが，賃労働にとって
切実なのは老齢労働者問題である，といった対立はことごと〈ついてまわるのである。
世働経胃請の課題と方法 (373) 27 
資本主義社会では労働者は無産者であるがゆえに，労働力を資本家に売るよと
によってしか生きることができないから，労働力・労働・労働者一歳があるわ























6) ルヵーチ『歴史と階鋭意識1(平井俊彦訳h未来社 1962伝 269ページ。
7) 賃労働論は，労働運動史，~働者運動請をふくむか，賃労働叩旺済学はそり基礎理請をあっか
うも白である。























































































































野祖 南亮進編『世働経済論』有斐閣(双書)， 1972午として出たB なお，実証的近代経許学者・
梅村又次民の『労働経済論』が東洋経済新報社刊『経商学入門叢書」全26巻のなかに予定されて
L 、る。
20) 徳永重良『骨働問題と社会政革論，~ 82へー ヅ。




























23) マルクス『資本論』青木士庫版第 3 分冊=(~). 813へージ。
24) 資本論』では「競争の基本法則」があっかわれているだけである。
25) 犬fからj 民蒋剣J氏自主うに r~資本論』はまきに費本・賃労働の統一理論であ勺たといってよ
いj(大相内 男還暦記念論文集1~社会政覧の基本問題』有斐閣， 1965年， 180ベー ジ〉と言う
のは過大評価である e





〈賃労働の一般理論〉は， w資本論~ = {賃労働般の理論〉に存在する方
法的制約をまずとりはずし，賃労働に具体性をもたすことからはじまる。すな





















28) W資本詰に関する手紙』前l!l. 85-~- :/0 
29) 費本論JI(31， 818ベージ j
30) 同上香川， 989ページヨ
31) 同上書('3)， 219-~O-'" 凡
."=14 (3田〉 第 110巻第6号


























j!T-一片 a 資本般 ¥ 
142主.-i b競争 l一一一資本切実的運動





32) 向上書'(3)，850へ γ 。














































九一を急ごう o マノレグスのプラ γをみてもー目瞭然であるが， まず 1.資本一




















40) マノレグス「経済学批判曹洞J (大月書問版)ヲ第2分冊=(21，198， 201へー ジ【
41) 資本論に関する子紙』前出， 85ヘー ジー
42) との点は，菊池光造毘が「賃労働請を原普請から， したがって土地所有に媒介された歯苦闘史
からはじめる見解も生れる I(前出稿， 64ペー ジ〉と，前出拙稿， 70へージを批判さ札ているこ
とに答えたものである
労{動経済前の課題と方法 (383) 37 
lまならない口け Eある。
ついでP マルクスは土地所有から賃労働との第2の移行を「否定的移行」仰と規定す



























43)，44)，45) 経済学枇判要綱』前日， (21， 201へー ジ。
























































印〉 なお，筆者ば 職諜抗術教育はとりあげたが，現代において決定的な普通竿校教育， 高等教
育，総じて争校制度によって総封働が階層的に分断される形で労働力が育成されている面の考察






























53) 菊池光造前出稿， 56-58へー ジ。これは，流通主義ー 消費生活主義の隅在民の所説を批判し，
工場労働論の重要性を強調することが，方法論にまで反映した証拠なのであるが，行過ぎであろ
フぬ


























岸本英太郎「賃労働一般の理論J I経済論首長j107巻 2・3号ー 1971年 2.3月。
54) つぎの諸氏が昔働経済論の全面的内容展開をしたばあい，その本論をどこからはじめるかを，
諸氏の論稿から大胆に推担すると，<1労働力商品 吉村励，坂口正之』村申仁三郎，筆者，③
労働市場 一隅在三喜男，氏原正治郎ら東大社研グル グ，@工場労働 竹中恵養子，菊池光
造鵡沢誠。@賃金 なし，⑤埠働組合 赤岡劫，石田伝という具合になろう a
42 (388) 第 110巻第6号
坂口正之「賃労働理論の再構成のための方法J r経済学雑誌~ 66巻4号， 1972年4
月。
接林誠「労働経済論の試論J r上智経済論集~ 16巻 3号， 1970年3月。
隅谷三喜男「労働経済論一一分析りための枠組み」氏原正治郎編『日本の労働出行






ロバ トz エヴアンス Jr.r最近のアメリカにおける労働経済学の発展をめぐって」
『日本労働協会雑誌.197号， 1967年4月。
